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要　旨

　非漢字系学習者に対する中・上級の日本語学習では比較的短期問に語
彙を増やすことが重要である。従来これは、主としてテキストの読解を
通して行なわれるのがふつうであって、授業時間数の少ない場合では必
ずしも効果的とはいえない．そこで逆方洵、つまり、はじめにごく短い
テキストで語彙、特に漢字語彙を集中して学ばせ、それから長文読鰍
聴癬のスキルへと進めることを試みた。結果はプラス、マイナス両面あ
り、練習期聡．後に侮を続けるかなどが課題として残った。しかし、進
歩を学習者自舞が評佃できる点や．未知語彙を減らすことによって、比
較的早い時糊から藤瞬詔事やニュースに対して心理釣な圧迫感が減ごた
点は評価できる。学習者の蓉景や蟹豹、学習条件等が多様化している現
在、語彙指導は、多様な学習状況に合わせて初級毅濃から再検討が追ら
れている。語彙教育の工夫、語彙習得の研究等が必要となっている。

1　はミ）めに

この二年瓢非漢字系学習者の轍後期・上級の授業を担当し読解および聴解でいく

っかの方法を試みた。その結果、読解であっても聴解であっても．このレベルでの日本語

学習の成否を左右する重要な鍵のひとっは、いかにして銘較的短期間に語彙、特に漢字語

彙を増やすかにあると気封いた。

　中・上級の学習が初級の学習と大きく違う点のひとつは、学習すべき語彙数の圧倒的な

拡大である。ひとっの例として、日本語能力試験の出題基準を考えてみると、4級800

藷、3級で1500語であったのが、2級で6000語、1級で1万語と．3級と2級の

潤．2級と1蔽の閣で急上昇する1）。また、ACTFLのOPI（Oτal　Proflcieficy

｝fitevvlew＞の評飯基準でも．中級の中以上ではカバーすべき話題がそれまでの日常生漕や

身の懇むのことからぐんと広がると属待に抽象度も深まるということは・それを支える語

彙力ぶ要求さ毅ているということである2㌔

　それで絃，こ境だけの謡彙数の急激な拡大をどのように癒導したらよいのか。現場の教

舞慧それなうの苦労をして鯵るのだろうが、それが共遜の語彙揚導の問題として真剣に取

顔とげら煮てきたと慧悪えない。この段磯は撫級稜瑠とは異な珍基奉文型は麗に習得され、

謡彙・表瑳の蟹嬢こ時駕とカカ駐げるはずだと、比較的軽く考えられて弄まいないだろうか・



また、従来、上級レベルまで進む学習者には圧倒的に漢字系学習者が多く、彼らにとって

は、漢字語彙が増えれば増えるほど語彙レベルの理解は楽になるので、語彙は学習者に任

せておけばよいと考えられられるのであろうか。

　最近は上級まで進む非漢字系学習者が増加している。しかも従来のような「じっくり時

間をかけて四技能をバランスよく積み上げる」余裕のない場合が増えている、このような

学習者に対しては、申・上級でどのような語彙指導をしたらよいのだろうか。本稿では、

筆者が担当した授業での問題点と改善の試みを報告し、それに基づいて、語彙指導を見な

おすいくっかの提案をしたいと思う。

2　問題

1）　93／4年度に筆者が担当した学生は、

　　①中級後期の非漢字系の大学院学生。

　　②専攻は国際関係学と国際経営学（MBA）。日本語授業以外は共通語として英語

　　　を使用する。

　　③授業時間数は、週90分x2コマ。一学期は10週でこれを3学期。

　　④目標は（辞…書をひきながら）新聞の経済・政治・外交関連の記事が読めるように

　　　なる、ラジオニュースが理解できるようになること。これに対応するような書き

　　　のスキルは目標としないe

　　⑤授業は、一学期目に教科書（「長沼　新現代日本語IV」）を用いたいわゆる読解

　　　を行なった。二・三学期目は、読解（教科書および新聞記事）と聴解（ラジオの

　　　ニュースの聞き・書き取り）とを1コマずっ行なった。

2）上記の授業の結果見えてきたことは、このような環境での日本語教育では、

　　①語彙力の不足が学習の種々の側面で日本語力向上の足かせとなっている。

　　　a読解でも聴解でも、含まれる未知語がある程度以上になると、類推が難しくな

　　　　り、学習者が調べなければならない語彙数がより増え、準備に非常に時間がか

　　　　かる。これは学習者の取り組む意欲を著しく低下させる。

　　　b語彙の不足は、理解の面の問題だけでなく、表現面でも学習意欲を削ぐ。　（言

　　　　いたいことが言えない、聞いていて表現が稚拙）

　　②従って，「新聞を読む」「ニュースを聞く」という目標を立てた場合、効果的な

　　　学習が行なわれるためには、学習者の語彙、特に漢字語彙を短期間に増やす工夫

　　　が必要となる。

　　③比較的短期間に語彙を増やすという目的のためには、一週間の授業時間が少ない

　　　場合、　「上級教科書の伝統的な長文読解」式の授業はあまり効果的方法とは言え

　　　ない。ここで「伝統的な長文読解」とは、　「語彙理解、表現の説明と練習、内容

　　　理解、内容に関する会話または討論等」を含む一連の教室作業のことを言う。

　　　その理由は、

　　　a上記のような読解授業はいろいろな作業やスキルが混在しており、授業の焦点
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　　がしぼりにくく、達成目標も明示しにくい。

　b従って、学習者にとって自分のある特定の知識やスキルが上達しているのかど

　　うか、自己評価しにくい。

　c語彙という露から見た場合、ひとつのテキストが長くなると，新出語彙の数が

　　増え、その領域も分散するので、一課の中でまとめにくい。また逆に、限られ

　　た授業時問数で長文テキストの読解を行なうと・扱えるテキストの数が減るの

　　で、一一学期でカバーする語彙の分野が偏る。

　d教科書に取り上げられたテキストは内容的におもしろ味のあるものが少なく、

　　準備に時間をかけてでも読んでみようという気を学習者におこさせない。しか

　　し、学習者が興味を持ちそうな生素材、特に時事的な話題のものだけを選んで

　　いては、どうしても断片的になり、系統だったプランが作りにくい。

⑤当然のことだが、読解でも、聞き取り・書き取りでも、語彙知識の拡大がB本語

　能力の向上に結びっくには、文法力の裏付けが必要である。

3＞　筆者の直面した上認の問題点は、中・上級の学習における語彙の問題を扱った先行

　　論文にも関連する報告が見られる。主なものをいくつかあげてみる。

　　①岡野はアメリカで初級段階を学習した学習者が中級で遭遇する問題点とその対策

　　　を報告しているが（岡野1992）、その中で以下のような指摘をしている。

　　　a最近の学生は実際の漢字力は別として、早く新聞・雑誌レベルのものを読める

　　　　ようになりたいという希望をもっているe

　　　b国内・国外を問わず、初級教育では学生は一般的にインプットの少ない学習を

　　　　してきている。

　　　c漢字・語彙は、初級学：習と中級学習の問には、まず量的に圧倒的な差がある。

　　　　この上に、書き言葉、漢字熟語などの質的な差がこれに加わる。

　　　d従って、十分かっ適切な語彙・漢字熟語の知識がなければ中級段階での学習の

　　　　向上は望めない。

　　　これらの搬摘は、どれも筆者の経験と合致するものである。

　　②読みテキスト中に未知語（または一般に使用される頗度の低い語彙）が出現する

　　　割合と読みの難しさの程度の関係にっいては、英語教育でいわゆるReadability

　　　の問題のひとっの要薩として種々の実験と論議がされてきた（Natien＆Coady

　　　1988）。

　　　授業での読解の場合は辞書をひいたりして語彙の意味を調べるので、直接Read－

　　　abilityの問遽とは言えないが、未知語の割合がある線以上になった場合には、

　　　文脈からの意味の類推に支障をきたすことや、準傭に費やす聴問の増加など、教

　　　育的効果からは考慮の必要がある。

　　　類誰能力を高めることの重要性が最近特に言われているが、この点で、語彙では

　　　なく漢字をあっかったものではあるが、経済学文献に現われる漢字のカバー率

　　　　（どれだけの漢字で全使用漢字の何パーセントをカバーしているか）を視覚化し

　　　た志柿の報告は興味深い（志柿1992｝。未習漢字部分を黒で塗りつぶしたこの視

　　　覚佑例を見ると、カバー率90％の漢字使用（上bl　435字）のテキストは類推
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進め方
①上記の方針に沿い、教科書として「外国人ための新聞の見方・読み方」　（KIT

　教材開発グループ）を選んだ。主な理由は、政治、外交、経済など分野別になっ

　ていること。テキストが新聞記事のスタイルであること。テキストのひとつの単

　位が二、三文から長いものでも一段落程度であること。内容に重複があり、同じ

　語彙が何度も出てくること。英語訳の語彙表があること。

②実際の授業では、

　aその日の予定分の語彙と文の意味を学生が予習してくる。

　bその日の予定分の中の語彙についてクイズを行なう。

　c内容の理解より語の使い方に焦点をあてる。文の言い換え、出てきた語を組み

　　合わせての口頭作文、連語の確認等をおこなう。

　d勉強している内容にあわせ、学習した語彙を含む生のラジオ・ニュース〈30

　　秒程〉を聴かせたり、同様の新聞記事数行を読ませる。

　e週三時間のうち、二時間は進み、三時間目はもどって、まとめの練習および表

　　現の練習にあてる。

2）　この試みの結果は、

　　①プラス面
　　　a焦点をしぼったことで、学生は今何をやっていて、自分の力が伸びているのか

　　　　どうか判断することができた。　（長文読解などでは、これがなかなかつかめな

　　　　い）

　　　b同じ語彙が教科書、薪聞、ラジオニュースと何度も繰り返されることは、定着

　　　　にっながる。また、語彙が増えていくのが実感できる。

　　　cニュースや薪聞記事を同時に提示したことで、学生は「生のものが理解できる

　　　　ようになった」という実感を持ち、学んでいることが役に立つという動機の強

　　　　化につながる。

　　　d学習した分野については、漢字語彙は増えているeそれによって・次の学期に

　　　　やや長めの新聞記事を読むことに抵抗をあまり感じないようである。ただし、

　　　　これは直ちに、正確に読みこなせることにっながる訳ではない。

　　　e漢字語彙が増えたことで、表現する際に、話題に合った語彙が使えるようにな

　　　　り文法的な問題は多々あるが、大学院生らしく聞こえるようになった。

　　②マイナス衝

　　　a語彙を強調した当然の結果だが、文法に対する注意が十分できなかった。

　　　b素材に用いた文章が構文がやさしく語彙さえ分かれば理解できるようなものが

　　　　多かったため、学生が、語彙が増えたこと＝読解力、聴解力がっいたこととい

　　　　う錯覚に陥る危険性がある。文法の理解に基づかずに、単に語を拾って解釈し

　　　　ているだけのことがある。これは、漢字系学習者が中級読解で陥るのと同様な

　　　　問題である。

　　　c英訳に依存する部分が大きいことは否めない。しかし、短いとはいえ、文脈の
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　によって理解が十分に可能だが、80％（283字）ではかなり難しく、70％

　（ユ98字）では殆ど不可能であることが、一見してわかる。未知語が多すぎる

　読解テキストの場合も同様なことが言えるだろう。

③中級教科書の語彙・文型の調査結果にもとづき、川口は、初級と異なり、教科書

　のみで中級レベルの学習項目とすべき語彙・文型をカバーすることは不可能だと

　指摘している（川口1986）。これは、中級教科書では本文の話題や引用される文

　献に偏りが生じるためで、この不足を補うために、川口は例文集、会話表現、特

　定語彙一覧等の補足教材が必要だとしている。ここで川口が調査対…象としている

　教科書は、Integrated　Spoken　Japanese以外は読解用の長文テキストを中心と

　した伝統的な中級教材であるe

　日本語を集中的に学習する学生には川口の提案が理想的であるが、週あたりの授

　業時間数が少ない場合は、教科書の一課を終えるのさえ何週間もかかる。さらに

　補足教材までというのは難しい上に、やったとしても、カバーするトピックが極

　端に限られてしまう。そうなると、長文テキストという教材（＝教科書）の形式

　を考え直してみる必要もあるのではないか。

3　試みと反省

1）　前年度の結果をふまえ、94／5年度では、語彙を増やしてから読解スキルに入る

　　という逆方向からのアプロー一チを試みることにした。最終到達目標は前年度と同じ

　　で、学生もほぼ同様であるが、授業時間数は教室授業が週3コマ、それに一人週一

　　回30分の話し方の指導を増やした。コースの内容と進め方は以下の通り。

基本方針

①はじめから読解、聴解といったスキルのコースにしない。代わりに、一学期は語

　彙習得を目標として前面に押し出す。っまり、読解・聴解スキルの練習と語彙習

　得とを切り離す。そして、ある程度の語彙力がっいてから（二・三学期目）長さ

　のある生のテキストの読解・聴解に挑戦する。

②長文読解や聴解のテキストをはじめから語彙習得のための素材とすることをやめ

　る。むしろ、学生が学ぶ必要のある分野（政治、国際関係、政治、ビジネス・金

　融）の語彙にあわせてテキストを選ぶ。さらに、

　aテキスト｝ま長文でなく短いもので、限られた時間でできるだけ多くのトピック

　　をカバーするようにする。

　b語彙が何度も繰り返し目にふれるようにする。

　c語だけでなく、連語く修飾関係、名詞＋動詞）を強調し、文末予測を意識させ

　　る。

　d教科書だけでなく、学習した語彙を含む新聞記事、ラジオニュースも併せて用

　　いる。

　e語彙が増えることが理解にっながることを学習者に実感させる。
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　　中で提示されるので、意味・使い方で問題のありそうな語は注意することはで

　　きる。

　dひとつの文章単位は短く、読んでおもしろい内容ではない。かなり機械的、強

　　制的な作業になりがちなので、学生の知的興味、自主性を満足させることが難

　　しい。また、興味のない分野の場合にはやる気が起こらないという例も見られ

　　た。

③課題

aごく短いテキストだが新出語彙の占める割合が高いので、学生の負担量が限度を

　超えないようにコントロールしなければならないが、できるだけ進度のスピード

　を落とさないようにすることも肝要で、そのかねあいが難しい。

bここで報告した語彙練習の部分は、教師が目的と限界を明確に認識して、学生に

　も説明納得させておく必要がある。例えば、これをつづけても読解スキルの向上

　にはむすびっかないこと。

cさらに、これをいっまで続けるか。この方法で不足しているものをいっ、どう補

　うか、このあとに何を続けるか、長期的な計画が必要である。例えば、文法的な

　側面はどのような形で補うか等である。

4　語彙指導の再検討

　以上の授業を担当して、学習者がこの段階で直面している問題を少しでも軽減するため

に、前段階で何をしておいたらよいのだろうと、考えずにはいられない。初級学習の目標

を考える時、それは独立した到達目標を持っと同時に、多くの学習者にとっては上級への

準備段階であるはずである。従って、語彙の面にっいても、効果的な中・上級学習のため

には、前段階の初級からの連続で考えなければならない。そうなると、今まで文法指導や

漢字捲導の陰にかくれて、あまり意識されることのなかった初級の語彙指導を見なおす必

要が出てくる。

　1）再検討を要する点

　　　①語彙の重要性は認識されているか。

　　　　Carter他が述べている通り，歴史的にその時々に主流を占めていた外国語教育理

　　　　論が何を重視するかによって語彙教育に対する認識も変化してきている（Carter

　　　　他1988）。しかし日本語教育では、意味を重視するコミュニカティブ・アプロー

　　　　チが話題になる時代になっても、　「外国語学習は、語彙リストの学習ではない。

　　　　構造の習得が優先する」といったオーディオ・リンガル的姿勢が根強い。文型を

　　　　重視するのは間違っていないと思うが、そのあまり、語彙に対する配慮が二次的

　　　　になってはいないだろうか。

　　　　「文法がなければ伝達できることは非常に限られてしまう。しかし、語彙がなけ

　　　　ればなにも伝達できない。」とWilkinsは指摘する（Wilkins　1972｝。語彙の意味

　　　　類推が比較的容易な漢字系学習者にっいてはともかく、母語からの類推が全くで

　　　　きない非漢字系の学習者に対しては、初級段階で語彙はもっと重視されなければ
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　ならないのではないか。

②語彙選択の基準と数はこれでよいのか。

　岡野は初級レベルでのインプットの少なさが中級に進んだ学習者の問題の原因の

　ひとつと摺摘しているが（岡野1992）、これを語彙の領域で改善するためには、

　aいわゆる基礎語彙の内容の再検討

　　初級語彙と中級語彙の違いにっいては、森田（1985、1986）、玉村（1985）他が

　　扱っているが、最近の傾向をみると初級は日常生活に密着した話し言葉的な語

　　彙が基礎語彙として選択され、中級になってから書き言葉的な漢字語彙が出て

　　くるというのが一般的である。しかし、野村他（野村他1993＞も捲摘している

　　ように、大学生学習者等の場合は、ニーズを考慮して、書き言葉にっなげるこ

　　とを意識した基礎語彙の選定が必要ではないだろうか帥。

　b語彙数

　　教科書で提示するものすべてを定着させようとする姿勢が、学習者の処理能力

　　を考慮する結果、初級でのインプットを少なくしてしまっている。提示したも

　　のすべてを同一扱いせずに、学習者の必要に応じて優先順位をつけて指導すれ

　　ば、インプットを増やすことは可能であろう。語彙も、盛り込む語彙数を増や

　　せばよいのかという単純なことではなく、水準を設けて、段階付けをして提示

　　するなどの工夫をすることができるのではなかろうか。

③語彙摺導の方法はこれでよいのか。

　浅野（1992）に見られるような、時間をかけ四技能をバランスよく伸ばすという

　枠組みの中での語彙指導が、日本語教育の伝統的姿勢であった。これはこれでよ

　いeしかし再三述べてきたように、この枠組みにおさまらない学習者がふえてき

　ている。そこでより柔軟な考え方が要求される。授業で使用するのを既習語のみ

　に制限したり、媒介語の使用制限、読解・聴鯉とのセットでの語彙措導などの伝

　統約テクニックは再検討の余地がある。目的が明確でその方法の限界を認識して

　いれば、より効率的な摺導法の可能性はいろいろあると考える。

2）研究成果からの情報

　　語彙に関連した分析研究の研究の成果は、語彙指導にすぐに結びっくところまでは

　　進んでいない。しかし、まだ断片酌ではあるが、指導法を再検討する際のヒントと

　　なるものも出てきている。

　　①山本（1992）が行なった聴解における下位知識の分析のような研究が、漢宇系・

　　　非漢字系や習得段階の異なる学習者に対して行なわれることが望まれる。また、

　　　同様の研究が読解にっいても望まれる。

　　②言語習得の分野では、英語教育で最近行なわれているincldental　leamingの研

　　　究は、読解にあたって語彙リストとし独立させて与えることの効果について検証

　　　しようというもので、興味ある結果が期待できそうである（Hulstijin　1992）。

　　　また、谷口他（1994）の語彙ネットワーク形成課程の分析結果は関連語などの形

　　　で語彙を増やす詣導の際の提示の仕方について参考にできるかもしれない。
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5　おわりに

　ここ数年、学習者の目的、背景、学習環境の変化が著しい。その中で学習の成果に対す

る学習者の期待はより高くなり、教師は厳しい要求を満たさなければならなくなってきて

いる。このような状況では、従来の方法にこだわらずに、新たな試みに取り組む姿勢と、

その結果（特に問題点）に関する情報交換をさかんにする必要が痛感される。

註

1　国際交流基金・財団法人日本国際教育教会編『日本語能力試験　出題基準』1994年版

による。

2　The　ACTFL　Orai　Proficiency　Intervjew　Testr　Trainjng　Manua1，1989年版による。

3　1963年初版発行のModern　Japanese　for　University　Students　Part　I　（国際基’督教

　　大学）は、典型的なオーディオ・リンガルアプローチの初級教科書であるが、対象を

　　大学生と明確にしており、初級としては抽象的な漢字語彙の多い教科書である。それ

　　に対し、最近のコミュニカティブ・アプローチをうたった教科書には、大学生を対象

　　としていても生活密着の話題・語彙を主としているものが見られる。
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